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タープライズ・クラウドらしいのですが、お客様が契約時に指
定するオプションによってポータルに表示されるサービス・メ
ニューが異なってきます。図 1で企業Aは企業A用メニュー
を使っている点に注意してください。利用者はプロビジョニン
グする仮想マシン（VM）に導入するOSイメージをまずメ
ニューから選び、続いて仮想マシンのスペックを選びます。
仮想マシンのスペックは図 2の 9 種類から適当なものを選
択。利用者がプロビジョニングを申請すると、リクエストは共
通クラウド管理プラットフォーム（CCMP：Common Cloud 
Management Platform）に渡され（図 1：②）、CCMP 
は内部的に IBM Tivoli® Service Automation Manager 
などのソフトウェアを使って仮想リソース・プールから指定の
OSイメージを載せた仮想マシンをプロビジョニングします（図
1：③）。仮想マシンは物理サーバーのハイパーバイザー上に
ゲストOSとして構築されます。プロビジョニング申請（図 1：
②）から仮想マシンが利用可能になる（図 1：③）までの所
用時間は諸条件によって異なりますが、早ければ 10 分程度
で完了します。以後、利用者はクラウドWebポータルを経
由せずに、インターネットからこの仮想マシンに直接アクセス
することができます（図 1：④）。

１. エンタープライズ・パブリック・クラウド

モノでもサービスでも個人や数名のグループが対象のとき
と、1,000 人あるいは10,000 人といった大勢の社員を抱
える企業が対象の場合では、求められる内容が変わってくる
のは当然です。クラウド・コンピューティング・サービスも例
外ではありません。本稿では企業向けのパブリック･クラウ
ドについて、IBM Smart Business Development and 
Test on the IBM Cloud（ 以下、Smart Business on 
the IBM Cloud）を例に取り上げながら、企業向け IaaS
（Infrastructure as a Service）に求められる要件、課
題とその解決方法について考えます。
なお Smart Business on the IBM Cloud は、本稿執
筆時点で米国、カナダ、ヨーロッパ諸国などでサービスを開
始していますが、日本においては未発表です。本サービスの
ご利用に当たっては弊社営業担当員までご相談ください。

2.  Smart Business on the IBM Cloud 
の概要

図 1 は Smart Business on 
the IBM Cloud の利用の流れを示
しています。最初にお客様が企業
単位で IBMと利用契約を結んでい
ただくと、その企業様もしくは企業
グループで当クラウド・サービスの
管理者をされる方がサービスを利
用できるようになります。管理者は
随時利用者を追加登録することが
でき、利用者はインターネット経由
で HTTPSプロトコルにより IBM
クラウドセンターのクラウドWeb
ポータルにアクセスできるようにな
ります（図 1：①）。最初に企業間
の契約が結ばれる点が早くもエン
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3. 地球規模の分散クラウド

エンタープライズ・パブリック・クラウド、特に IaaS を検
討する際、多くの利用企業が高い関心を示すのが、プロビ
ジョニングした仮想マシンの物理的配置場所です。クラウド・
コンピューティングは物理的なリソース配置を気にせずにサー
ビスを利用できる点が優れているという考え方もありますが、
現実には「エンタープライズ利用においては実際の利用者に
できるだけ近い国や地域に仮想マシンを配置したい」「複数
の仮想マシンをネットワーク的近

きんぼう

傍にまとめて配置したい」あ
るいは「災害対策の観点から2つの仮想マシンを物理的に
離れた場所に配置したい」といった要件が出てきます。特に
グローバルに事業展開している企業では、「日本、諸外国の
本社、支社、海外開発製造拠点などがそれぞれ一番近くの
仮想マシンを利用することで、ネットワーク遅延の影響が少な
い快適な利用環境を実現したい」というニーズがあります。
また一方で、「1カ所から複数地域の仮想マシンを同時に利
用したい」「誰がどの地域の仮想マシンを利用するか柔軟に
変更できるようにしたい」「契約や課金は一本化したい」と

いった集中管理に対するニーズもあ
ります。エンタープライズ・バプリッ
ク・クラウドはこれらの要件にバラ
ンスよく応える必要があるといえる
でしょう。
図 3 は Smart Business on 
the IBM Cloud によるグローバル
分散クラウドの実現例です。ここで
は図の企業Aがドイツにあると仮定
して、仮想マシンをドイツのリモー
ト拠点にプロビジョニングするもの
とします。Smart Business on 
the IBM Cloud で提供される、お
客様に関する登録情報、課金情報
の管理やクラウドWebポータルの
提供を行うビジネス・サポート・サー
ビス（BSS）は、地球規模の集
中管理の観点から、米国 IBMのク
ラウドセンターに一元化されていま
す。それに対してプロビジョニング、
モニタリングなどを行うオペレーショ
ナル・サポート・サービス（OSS）
は、米国外に展開されるリモート
拠点にも置かれています。図 3の
共通クラウド管理プラットフォーム
（CCMP）は BSS、OSSを合わ
せたものです。サーバー、ネットワー

仮想マシンへのアクセス方法はOSイメージにより異なり
ます。OSだけから成るOSイメージの場合は、PuTTYな
どのターミナル・エミュレーターによりSSHプロトコルを使っ
てアクセスします。SSHのプライベートKeyは仮想マシン
をプロビジョニングする際に指定。そして Rational Team 
ConcertTM のようなWebアプリケーションを含むOSイメー
ジの場合は、プロビジョニングによりWeb サイトが構築さ
れるので、これにログインすることでアクセスできます。こ
の場合のユーザー ID、パスワードは仮想マシンをプロビジョ
ニングする際に指定します。また Rational® Application 
Developer の Eclipse 環境のような GUI デスクトップに
アクセスする場合は、NoMachine 社の NX Client などの
リモート・デスクトップ・クライアントからアクセスします。ど
の場合も仮想マシンにはプロビジョニングした利用者はもち
ろん、アクセスが許された人は誰でもインターネット経由で
どこからでもアクセスできるのです。
仮想マシンが不要になったら利用者はクラウドWebポータ

ルから削除（Deprovisioning）することができます。

仮想マシン・コンポーネント   32-bit 構成 Copper Bronze Silver Gold

仮想CPU@1.25GHz 1 1 2 4

仮想メモリー (GB) 2 2 4 4

仮想ローカル・ストレージ(GB) 60 175 350 350

仮想マシン・コンポーネント   64-bit 構成 Copper Bronze Silver Gold Platinum

仮想CPU@1.25GHz 2 2 4 8 16

仮想メモリー (GB) 4 4 8 16 16

仮想ローカル・ストレージ(GB) 60 850 1024 1024 2048

図2. 標準仮想マシン構成
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マシン上に構築する場合などはこれでいいのですが、企業
が利用するパブリック・クラウドでは仮想マシンを企業の内
部ネットワークにセキュアに接続させたい場合もあります。
開発・テストにパブリック・クラウドを利用し、社内のサーバー
と仮想マシンを接続する場合などが典型的な例です。これ
を実現するためには、社内ネットワークのプライベートIP ア
ドレス空間をパブリック・クラウド上に拡張し、企業内サー
バーと仮想マシンがプライベートIP アドレスにより相互にア
クセスできることが求められます。
Smart Business on the IBM Cloud は、図 4のよう

にインターネットVPN（Virtual Private Network）と
VLAN（Virtual LAN）を利用してこのニーズに対応して
います。企業 Aが社内ネットワークに仮想マシンを接続する
流れは以下の通りです。まず準備として、企業 Aは IBMに
VPN サービスを依頼します。これを受けて IBMは、IBM
クラウドセンター内の VPN 終端装置、ルーター、VLAN
を設定。そして企業 Aは自社側の VPN 終端装置の設定を
行います。これで企業 Aと IBMクラウドセンターを IPSec
によるセキュアなインターネットVPNで接続する準備がで
きたことになります。これ以降、企業 Aの利用者がクラウ
ドWeb ポータルから仮想マシンをプロビジョニングしようと
すると、仮想マシンを接続するVLANが選べるようになる
のです。この例ではパブリックVLAN、または企業 Aの専
用 VLANが選べます。専用 VLANを選ぶと企業 Aのプラ
イベートIP アドレスを持つ仮想マシンが専用 VLAN 上にプ
ロビジョニングされます（図 4の VM1など）。例えば企業

ク、ストレージなどの仮想リソースもクラウドセンターだけでな
くリモート拠点にも置かれています。
企業 Aは米国 IBMクラウドセンターのクラウドWeb ポー

タルにアクセスし、必要なOSイメージを載せた仮想マシン
をリクエストするのですが、この時点でどの拠点に仮想マシ
ンを作るかを指定します（図 3：①、②）。ここではドイツ
拠点にプロビジョニングするものとし、CCMPはリモート拠
点の CCMP にリクエストを転送（図 3：③）。そしてリモー
ト拠点の CCMPは拠点内の仮想リソースを使ってリクエス
トされた仮想マシンをプロビジョニングします（図 3：④）。
完了すると米国のクラウドWeb ポータル上で仮想マシンが
アクティブになるので、利用者はこれを確認し、表示される
グローバル IP アドレスを使ってドイツ拠点の仮想マシンにア
クセスできるようになります（図 3：⑤）。
本稿執筆時点で Smart Business on the IBM Cloud 

のリモート拠点はドイツ１カ所ですが、順次グローバルに展
開する計画となっています。これにより利用企業は、同じク
ラウドWeb ポータルから地球上の最適な拠点のコンピュー
ティング・リソースを都度選択して迅速に調達することが可
能になるのです。

4. 社内ネットワークとの接続

ここまでは仮想マシンはグローバル IP アドレスを持ち、イ
ンターネットからパブリックにアクセスされることを前提にし
てきました。インターネットにオープンなWeb サイトを仮想

図4. VPNとVLAN
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従量課金方式を用意することで比較的短期間でのご利用
に便宜を図ることが可能。多様な方式が選べることはソフ
トウェア提供企業にとっても望ましいといえます。

・  カスタムOSイメージ作成と再利用：ソフトウェアの構成
パターン、組み合わせは無限に存在。エンタープライズ・
パブリック・クラウドでは企業が自社ニーズに合った特定
のソフトウェア構成を繰り返し多くの仮想マシンに導入す
る場合があり、カスタムOSイメージを簡単に登録、展開
できることへのニーズは大きいと考えられます。

Smart Business on the IBM Cloud には、IBMの標
準 OSイメージが登録されているパブリック・イメージ・ライ
ブラリー、利用者がカスタマイズしたOSイメージを登録で
きるプライベート・イメージ・ライブラリーの2種類のイメージ・
ライブラリーが存在します。図 5は、これらを使ってカスタ
ム構成の仮想マシンを展開する流れを示しています。まず
パブリック・イメージ・ライブラリーの標準 OSイメージで仮
想マシンを作成し、インスタンスとして追加。インスタンス
とは、OSイメージなどの定義体に対して、クラウド上で稼
働する実体を意味します。ここでは Red Hat Enterprise 
Linux® 5.4 を載せたシンプルな仮想マシンが作成されてい
ます。次にこの仮想マシンに対し、OS パラメーターを変更
したり、追加のソフトウェアを導入することでカスタマイズを
行います。その結果のインスタンスをインスタンスAと呼ぶ
ことにします。インスタンスAは元になった IBM 標準のOS
イメージから大きく変化しており、利用者はこの構成を自社
の標準構成としてほかの仮想マシンに横展開するためカスタ
ム・イメージとしてプライベート・イメージ・ライブラリーに
保存します。インスタンスAはいったん停止し、ソフトウェ
ア、データなどインスタンスAを再構築するのに必要なすべ
ての情報がOSイメージに変換されてプライベート・イメー

ジ・ライブラリーに保存されます。
インスタンスAは自動的に再起動
するので、イメージ作成によって元
のインスタンスがなくなってしまう
わけではありません。続いて今保
存したカスタム・イメージを使って
別の仮想マシンを作成します。イ
ンスタンスAと同じ仮想マシンが
プロビジョニングされますが、この
とき必要であれば仮想マシンのス
ペックを変更し、例えば Copper 
から Bronze にアップグレードする
ことができるのです。この例ではイ
ンスタンスに再度構成変更を加え、
最終的にインスタンスBとして稼

A VM1 の IP アドレスが 192.168.100.1とすると、企業
Aの社内ネットワークからこのアドレスにあてた IP パケット
は企業 Aの VPN 終端、インターネットVPN、IBMクラウ
ド・コンピューティング・センターの VPN 終端、ルーター、
企業 A 専用 VLANという経路をたどって VM1 に到達しま
す。このアドレスは通常のインターネットや他社の社内ネット
ワークからは見えず、仮想マシンは外界からネットワーク的
に隔離されているのです。
企業 Aの利用者は仮想マシンをパブリックVLAN 上にプ

ロビジョニングすることも可能です。図 4の VM6 はそのよ
うな例で、こちらはグローバル IP アドレスを持ち、一般の
インターネット利用者からアクセスが可能になります。例えば
開発テストを専用 VLAN 上で行い、完成したOSイメージ
（この場合、OSと上位ソフトウェアからなるイメージ）を用
いてパブリックVLAN 上に別のVMを構築してWeb サイト
を立ち上げるなどの使い分けが考えられるでしょう。

5. イメージ・ライブラリー

仮想マシンを作成するとき、ソフトウェアはOS イメージ
から導入されますが、そのOSイメージが登録されているの
がイメージ・ライブラリーです。ソフトウェアに関してエンター
プライズ・パブリック・クラウドでは次のようなことが求めら
れます。
・  豊富なメニュー：イメージ・ライブラリーから選べるソフトウェ
アが多いと便利ですが、メニューにないソフトウェアはネッ
トワークから導入することも可能です。

・  多様なソフトウェア・ライセンシング：ソフトウェア・ライセ
ンスを別途ご購入いただいて利用する方式は、長期間利
用するお客様にとっては安心材料となります。一方、ソフ
トウェア・ライセンスをお持ちでないお客様に対しては、

イメージ・ライブラリー
IBM イメージ ＠ パブリック・ライブラリー
　　Red Hat イメージ（RHEL 5.4 Base OS）
　　　　操作：インスタンスを追加（パブリック指定）

カスタム・イメージ ＠ プライベート・ライブラリー
　　操作：インスタンスを追加（プライベート指定）

構成

ラン・タイム
稼働中：
インスタンスＡ
（Red Hat & 利用者指定のアプリケーション）

稼働中：
インスタンスＢ

操作：イメージ作成

      IBM イメージ
+　インスタンス構成

      インスタンス
+　名前

      カスタム・イメージ
+　インスタンス構成

図5. イメージ・ライブラリー
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いて、求められる要件、課題とその解決方法について考え
てきました。しかしこうして見ると、いくら企業向けにチュー
ンアップされているといっても、そもそもモデル❹の IaaS
ではなく、別のクラウド・モデルが最適なワークロード（クラ
ウド・コンピューティングの用途）があり得ることは容易に想
像が付くでしょう。この気付きを一般化すれば、「企業のク
ラウド・コンピューティングにおいては、複数クラウド・モデ
ルの併存と統合が重要である」と表現できます。「わが社は
プライベート・クラウドだけを利用する」「パブリック・クラ
ウドだけを利用する」「SaaS に統合する」あるいは「クラ
ウド・モデルは一切利用しない」という特定のモデルに偏っ
た戦略・方針は場合によっては見直しが必要でしょう。
Smart Business on the IBM Cloud はほかのクラウ

ド・モデルと統合されることを意識して開発されました。そ
れは API（Application Programming Interface）に
よる企業ポータルをハブにした統合であったり、共通クラウ
ド管理基盤（CCMP）による多様なワークロードの取り込み
やプライベート・クラウドとの統合であったりします。すなわ
ち本クラウド連載で紹介してきたさまざまなクラウド・ソリュー
ションと相互に結合することでハイブリッド・クラウドを実現
することこそが、Smart Business on the IBM Cloud、
そして IBMクラウド・ソリューション全体が目指すエンター
プライズ・クラウドへの答えになっているのです。
今回でクラウド・コンピューティングの連載は最終回になり

ます。IBMはこれまでご紹介してきたように、企業のさまざ
まなクラウド・コンピューティングの利用用途（ワークロード）
に応じてコンサルティングからプライベート・クラウドの実装、
パブリック・クラウド・サービスのご提供まで、幅広いクラウド・
モデルについて今後もお客様をご支援してまいります。

働させています。

6. ハイブリッド・クラウド

「クラウド・コンピューティングとは、できる限りわずかな
管理負担で、利用者に、あらかじめ構成された共有コンピュー
ター資源プール（ネットワーク、サーバー、ストレージ、ア
プリケーション、およびサービスなど）を迅速に準備（ある
いは開放）しサービスを提供することによって、利用者がオ
ンデマンドにネットワーク経由でサービスを利用可能とする
モデルである」
これは米国 国立標準技術研究所 NIST（National 
Institute of Standards and Technology）によるクラ
ウド・コンピューティングの定義からの抜粋の日本語訳です
が、非常に幅広い概念であることを再認識してください。ク
ラウド・コンピューティングの分類方法の代表的なものとして
は次の 3 つが挙げられます。

・  サービス・レイヤーによる分類：IaaS、PaaS（Platform 
as a Service）、SaaS（Software as a Service）
など

・  ワークロード（用途）による分類：開発テスト・クラウド、
デスクトップ・クラウド、コラボレーション・クラウドなど

・  コンサンプション・モデル／デリバリー・モデルによる分類：
プライベート・クラウド、パブリック・クラウド

コンサンプション・モデル、すなわちクラウド・コンピューティ
ング・サービスの利用形態はさらに図 6のように考えること
ができます。本稿ではモデル❹による企業向け IaaS につ

図6. コンサンプション／デリバリー・モデル
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